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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
で
佐
賀
中
学
校
が
受
賞

　
１２
月
２３
日
（
土
）
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
「
で
あ
い
の
里
蜷
川
」
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
身
と
な
る
で
あ
い
の
里
蜷
川
は
、

よ
さ
こ
い
高
知
国
体
の
民
泊
の
受
け
入

れ
の
際
に
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

廃
校
を
利
用
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
活

動
が
始
ま
り
、
今
年
で
１５
周
年
に
な
り

ま
す
。

　
平
成
２８
年
４
月
１
日
に
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
県
内
で
３０
カ
所
目
の
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
有
志
で
宿
泊
・
交
流
体
験
や
、

地
域
住
民
の
食
材
を
使
用
し
た
お
菓
子

の
製
作
、
地
元
の
交
流
の
場
と
し
て
の

モ
ー
ニ
ン
グ
の
提
供
な
ど
を
行
い
、
集

落
活
動
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
尾
闢
正
直
県
知
事
は
、「
高
知
県
は

中
山
間
地
域
が
外
に
向
か
っ
て
出
て
行

き
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
若
い
人
た
ち
の
移
住

に
繋
が
っ
て
い
け
ば
」
と
祝
辞
を
贈
り

ま
し
た
。

　
蜷
川
地
区
の
下
村
正
直
前
区
長
は
、

「
蜷
川
地
区
は
人
口
の
割
合
の
多
く
を

６５
歳
以
上
が
占
め
て
い
る
か
ら
、
開
き

直
っ
て
お
年
寄
り
が
が
ん
ば
る
し
か
な

い
。
全
国
か
ら
も
海
外
か
ら
も
蜷
川
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
ら
に
よ
る
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
校
舎
に
力
強

い
文
字
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
防
災
教
育
に
関
す
る
先
進
的
な
活
動

を
表
彰
す
る
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
が

１
月
７
日
（
日
）
、
兵
庫
県
公
館
で
開
催

さ
れ
、
佐
賀
中
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
の
対
象
は
、
平
成
２８
年
１０
月
１

日
〜
平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で
の
活
動

で
、
佐
賀
中
学
校
は
中
学
生
の
部
門
か

ら
奨
励
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

１０
日
（
水
）
に
は
、
教
育
長
を
訪
問
し
受

賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
中
学
校
は
、
地
域
と
の

防
災
訓
練
や
メ
キ
シ
コ
の
中
学
生
ら
と

の
合
同
避
難
訓
練
な
ど
、
防
災
を
通
じ

て
地
域
内
外
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。

　
受
賞
式
に
出
席
し
て
き
た
佐
賀
中
学

校
３
年
生
の
明
神
右
京
さ
ん
と
濱
口
紗

良
さ
ん
は
、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
も

強
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
て

よ
か
っ
た
」
と
喜
び
を
口
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
坂
本
勝
教
育
長
は
報
告
を
受
け
、

「
地
道
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ

と
が
認
め
ら
れ

た
。
胸
を
張
っ

て
今
後
も
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
１２
月
７
日
（
木
）
、
佐
賀
小
学
校
・
佐

賀
中
学
校
に
て
、
２
０
１
７
年
度
幡
多

地
区
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
高
知
県
・

幡
多
地
区
・
黒
潮
町
の
人
権
教
育
研
究

協
議
会
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
佐
賀
小
学

校
お
よ
び
中
学
校

に
て
人
権
教
育
公

開
授
業
が
行
わ
れ
、
生
徒
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
意
見
交
換
や

発
表
な
ど
を
行
い
、
人
権
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

　
公
開
授
業
の
後
は
、
山
口
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
の
川
口
泰
司
事
務
局
長
を

講
師
に
迎
え
、『
「
寝
た
子
」
は
ネ
ッ
ト

で
起
こ
さ
れ
る
！
〜
部
落
差
別
は
、
今

〜
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
口
さ
ん
は
、
今
起
こ
っ
て
き
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
部
落

差
別
の
深
刻
化
に
つ
い
て
話
し
、「
差

別
は
無
知
に
よ
る
偏
見
か
ら
起
こ
る
。

当
事
者
で
は
な
い
人
が
意
識
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
差
別
に

向
き
合
う
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

表彰状を手にする生徒ら

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

で
あ
い
の
里
蜷
川
開
所
式

２
０
１
７
年
度
　

幡
多
地
区
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル公開授業の様子講師の川口泰司さん

看板をかける関係者ら

パフォーマンス作品と児童ら


